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１. はじめに 

近年，誘導加熱を用いた調理器具である IHクッキング

ヒータ（以下 IH調理器）が普及している。IH調理器は，

鍋自体を自己発熱させるため，ガス調理器に比べ加熱効

率が高い[1]。IH 調理器の加熱効率に関する算出法は，現

在さまざま存在している。既存の算出方法は，独自に条

件を指定したものであり，ユーザの使用状況を想定した

ものではない。そこで，筆者らは鍋の大小や水量，周囲

温度等の様々な条件下でも加熱効率が算出できる汎用的

な式の導出を試みている。特に今まで注目されていなか

った“熱流”に着目している。先の報告では，水と接し

ている鍋側面から多く放熱していることが確認されてい

る[2]。そこで，今回は水量に着目する。 

本稿では，IH調理器で加熱する鍋の水量に着目し，水

と接している鍋側面の放熱（熱流），および既存の加熱効

率算出式[3] [4]で得られた加熱効率の差異を考察する。 

 

２. 熱流について 

熱流とは，熱の移動量や方向を示すものであり，単位

時間に単位面積を通過する熱量[W/m
2
]で表す。IH調理器

における加熱効率の低下要因は，“放熱”が大である。加

熱効率を考える上で熱流を測定することは，熱がどのよ

うに伝達されているか理解する一助になると考えている。 

 

３. 実験方法 

本実験では，加熱効率を算出するのに必要な水温と消

費電力量，および放熱を調べるための熱流を同時に測定

する。図1に実験の構成を示す。実験に使用した IH調理

器の定格は，100V-1.4kWである。熱流の測定には，HIOKI

社製熱流センサ“Z2012”，HIOKI社製熱流ロガー“8432”

を使用した。電力の測定には，YOKOGAWA 社製パワー

アナライザ“WT500”を使用した。温度の測定には，K

型熱電対を使用した。加熱試験に用いた鍋は，ホーロー

鍋（鍋底径20cm）である。熱流の変化と消費電力量，温

度変化は 1sec毎に測定した。実験は，以下の①と②の手

法で行った。①で得られた値を(1) 式，②で得られた値を

(2) 式に代入して加熱効率を計算し，それぞれ比較する。

実験は，すべて室温24±1℃で実施し，水量を1.0ℓ，1.5ℓ，

2.5ℓを対象とした。  

① IH 調理器の加熱出力を最大とし，消費電力量が

120Whに達した後，加熱を停止し水の撹拌を行いな

がら水温を測定する。 

 

ただし，V：水量[ℓ]，C：鍋の比熱[cal/gK]，W：鍋の重量[kg]，T：

最高温度[℃]，kWh：消費電力量[kWh]である。 

 

② IH 調理器の加熱出力を最大とし，水温が初温より

45℃上昇した時点から水の撹拌を行う。次に初温よ

り 50℃上昇した時点で加熱を停止し，撹拌を続ける。

その後，水温を測定する。 

 

ただし，C：水の比熱[kJ/kg・℃]，Ms：水の重量[kg]，θf：最高

温度[℃]，θs：初期温度[℃]，Pt：消費電力量[kWh]である。 

η=
4.186×(𝑉+𝐶・𝑊)×(𝑇−20)

𝑘𝑊ℎ×3600
× 100%   [3] 

 ・・・(1) 

η=
𝐶𝑀𝑠×(𝜃𝑓−𝜃𝑠)

𝑃𝑡×3600
× 100%  [4]

       ・・・(2) 



 

図 1 実験構成 

 

４. 実験結果 

図2に①の熱流の変化，図3に②の熱流の変化を示す。

図 2，3より，撹拌を行うまで（①は約310秒，②はそれ

ぞれ1.0ℓ時：約220秒，1.5ℓ時：約300秒，2.5ℓ時：約480

秒）は直線的に熱流が増加しているが，その後，熱流の

値が 0 に向かっている。これは，撹拌によって生じた対

流現象の影響と考えられる。図 2 は，加熱を開始してか

ら120Whに達した後に加熱を停止して水を撹拌している

ため，加熱時間は同一であるが，放熱（熱流）に大きな

差が生じている。一方，図 3 は水量を変えた場合でも，

撹拌後の熱流が同程度であることを示している。これは，

水温が初温より 45℃上昇した時点に撹拌しているため，

加熱時間が異なっていても放熱（熱流）の値がほぼ同じ

になったと考えられる。したがって，文献[3] [4]では放熱量

が異なることを明らかにした。放熱は，加熱効率を考え

る上で大切な“損失”に該当するため重要な知見である。 

図 4 に①，②の加熱効率の算出結果を示す。①と②を

比べると，水量が規定†と異なっているとはいえ，実験①：

文献[3]で算出した加熱効率より実験②：文献[4]で算出した

加熱効率のほうが全水量で約 2%低下していることがわ

かる。特に文献[3] [4]の規定†に近い水量1.5ℓの結果を見ても

約 2%の差が生じている。すなわち，加熱効率式の正確性

に疑問が生じ，ここに加熱効率の算出式に対する問題点

を指摘できる。 

 

５. まとめ 

本稿では，IH調理器で加熱する鍋の水量に着目し，水

と接する鍋側面の放熱（熱流），および既存の算出式[3] [4]

で得られた加熱効率の差異を報告した。その結果，文献[3] 

[4]で算出した加熱効率に差が生じていることから正確性

に対する問題点を指摘し，その原因として考えられる鍋

からの放熱（熱量）に違いがあることを明らかにした。 

今後は，室温を変更した実験を行い，加熱効率式への

影響を検討する予定である。 
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図 2 実験①における熱流の変化 

   

図 3 実験②における熱流の変化 

 

図 4 実験①②における加熱効率の算出結果  
 

† 規定では，実験①の水量：1.5ℓ，実験②の水量：試験鍋容量の70％（本
実験に供した鍋では1.7 ℓ）である。  
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